
 

 
 

 

５．３１は世界禁煙デー ～食育スタートはおなかの赤ちゃんから～ 

 

おなかの赤ちゃんは，胎盤を通してお母さんの栄養を届けてもらっています。妊娠中にタバコを吸うと，煙

に含まれる有害成分が胎盤を通じて胎児に悪影響を与え，子宮内での発育が遅れることが分かっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

赤ちゃんの健やかな成長のために，母乳やミルクでの栄養はとても大切です。お母さんがタバコを吸うと母

乳にタバコのニコチンが含まれてしまい，様々な症状を起こす可能性があります。母乳の分泌量も減少してし

まい，必要な栄養が取れなくなってしまいます。タバコの副流煙を乳幼児が吸ってしまうことも良くありませ

ん。赤ちゃんのため，ご自身の健康のためにも禁煙してみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知市食育推進委員会 発行 

 今月の担当 母子保健課 

 

 

わたしから始まる高知の食育   
～毎月19日は「食育の日」～ 

令和４年５月発行 Ｖｏｌ．122      

 

  

 

流産や早

産のリス

ク増加 

早産 

先天異常の

リスク増加 

低体重児が生まれやすくなる 

胃痛・食欲減退 

 

妊娠中の喫煙はおなかの赤ちゃんに悪影響がある・・・ 

 

下痢 皮膚が青白く 

なる 

哺乳量の減少 不眠 

嘔吐 

母乳を通じて赤ちゃんへニコチンが・・・  

肺炎 

 

風邪を引きやすくなる 

 

 

気管支炎 

 

 中耳炎 

 

 

※出典：（財）日本食生活協会 

「健康づくりのためのたばこ対策行動指針」 
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乳幼児突然死症候群 

のリスクが増加 

子育て世代包括支援センター４か所  ※地図→ 

には、母子保健コーディネーターや保健師が 

常駐し妊娠中や出産・育児の困りごとの相談に応じ

ています。お気軽にご相談くださいね。 

 

 

非喫煙妊婦 

喫煙妊婦 

 


